
福祉いばらきまち

今号の主な記事 法人化50周年を迎えて／50年のあゆみ
ボランティアセンター情報 あいあい／
地域包括支援センターからのお知らせ／かいごかわら版

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金によって作成しています。
№140
9月号
令和4年

茨城町社会福祉協議会は地域の皆さまに支えられて、法人設立50周年を迎えました。こ
れからも次世代を担う子どもたちのボランティア活動への参画などを促進するため、住
民とともにつなぎ、ささえ合い、ひろげる福祉活動を目指します。

感謝
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法
人
化    

周
年
を
迎
え
て

　
こ
の
た
び
、
社
会
福
祉
法
人
茨
城
町
社
会
福
祉

協
議
会
は
、
昭
和
47
年
に
社
会
福
祉
法
人
格
を
取

得
し
て
か
ら
、
今
年
で
50
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
・
団
体
の
多
く
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
ご
支
援
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
本
会
の
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
歴
代
の
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
、
委
員
の

皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
こ
の
50
年
の
間
に
、
社
会
福
祉
を
取
り
巻

く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
、
急
速
に
進
む
少
子
高

齢
化
や
核
家
族
化
と
と
も
に
経
済
状
況
の
変
化
、

近
隣
関
係
の
希
薄
化
な
ど
、
家
庭
や
地
域
社
会
の

あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
従
来
か
ら
の
福
祉
課
題
に
加
え
、
虐
待
や

貧
困
な
ど
地
域
の
中
で
新
た
な
社
会
問
題
が
深
刻

化
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
会
で
は
多
様
な
福
祉
課
題

50
に
対
応
す
る
た
め
、
数
々
の
事
業
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
設
立
当
初
は
、家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
、

移
動
入
浴
車
事
業
に
よ
る
在
宅
高
齢
者
へ
の
支
援
が

中
心
で
し
た
が
、
そ
の
後
は
、
地
区
社
協
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
地
域
福
祉
の
推
進
を
柱
に
、
高

齢
者
や
障
害
者
、
生
活
困
窮
者
支
援
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
制
度
施
行
に
伴
う
介
護

保
険
事
業
を
開
始
す
る
な
ど
、
幅
広
く
事
業
を
展

開
し
、
さ
ら
に
近
年
で
は
、
平
成
31
年
か
ら
高
齢
者

等
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
の
実
施
、
令
和
元
年
か
ら
は

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
の
一
部
業
務
を
受

託
す
る
な
ど
、
組
織
と
し
て
も
大
き
く
成
長
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
様
々
な
福
祉
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
組
織

と
し
て
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

福
祉
の
ま
ち
」
実
現
の
た
め
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

昭和47年〜昭和53年 荻津　正夫
昭和54年〜昭和60年 皆川　弘次
昭和61年〜昭和62年 大和　義明

昭和63年 嶋根　昭治
昭和63年〜平成2年 皆川　弘次
平成3年〜平成11年 郡司　和幸

平成12年〜平成14年 木村　睦
平成15年〜平成18年 佐藤　順一

平成19年〜現在に至る 小林　宣夫
（敬称略）

《歴代会長》

デイサービス納涼祭デイサービス納涼祭

地域福祉活動計
画

地域福祉活動計
画

カルム就労訓練
カルム就労訓練
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50
昭和47年 ▶︎�社会福祉法人として、厚生大臣より

認可
▶︎�心配ごと相談事業開始

昭和50年 ▶広報「福祉いばらきまち」第1号発行
昭和52年 ▶家庭奉仕員派遣事業開始
昭和54年 ▶移動入浴車事業開始
昭和57年 ▶�老人給食サービス事業開始（現高

齢者等給食サービス事業）
▶法人化10周年記念福祉大会開催

昭和63年 ▶ミニシルバー人材センター事業開始
平成元年 ▶善意銀行事業開始
平成３年 ▶在宅福祉サービスセンター事業開始
平成６年 ▶地域ケアシステム推進事業受託

茨城町社会福祉協議会 年のあゆみ
平成８年 ▶ボランティアセンター事業開始

▶ボランティアセンター設置
平成９年 ▶身体障害者デイサービス事業開始
平成12年 ▶�介護保険制度が始まり、居宅介護

支援事業所、訪問介護事業所、訪
問入浴介護事業所、通所介護事業
所の4事業所を設置

平成13年 ▶障害者福祉ワークス事業受託
平成14年 ▶法人化30周年記念大会開催
平成18年 ▶いきいきサロンつくり事業開始
平成19年 ▶�茨城町第１期地域福祉活動計画の

策定
平成20年 ▶茨城町地域包括支援センター受託
平成23年 ▶日常生活自立支援事業受託
平成23年 ▶緊急生活支援事業開始

▶行路人旅費事業開始
平成27年 ▶茨城町第2期地域福祉計画・

　地域福祉活動計画の策定
平成29年 ▶�社会福祉法の改正に伴い、組織基

盤の改正
平成31年 ▶�茨城町高齢者等福祉タクシー事業

開始
令和元年 ▶�デマンド型乗合タクシー事業の一部

受託
令和２年 ▶�新型コロナウイルス特例貸付申請窓

口設置
▶�茨城町第3期地域福祉計画・
　地域福祉活動計画の策定

役員一覧（9月1日現在）
 会 長 小林　宣夫 
副会長 澤　秀雄 
副会長 東ヶ﨑　静仁 
理 事 海老澤　貞雄 
理 事 丸山　昇一 
理 事 福田　喜一 
理 事 河野　昭夫 
理 事 檜山　太一 
理 事 飯田　昭彦 

監 事 林　啓二 
監 事 横田　祐之 

評議員 鬼澤　洋一 
評議員 皆川　靖夫 
評議員 星野　公光 
評議員 梶井　重雄 
評議員 海老澤　信子 
評議員 木村　光子 
評議員 荻津　和良 

評議員 新堀　弘子 
評議員 浅野　操 
評議員 牧野　鈴枝 
評議員 早乙女　恵美子 
評議員 佐々木　武司 
評議員 星　千栄子 
評議員 篠原　和志 

（敬称略）

移動入浴移動入浴

サロンサロン

給食サービス
給食サービス
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　近年の地域福祉を取り巻く環境は、少子高齢化が進行する中、一人暮らし高齢者や認知症高齢者
の増加、子育てに対する不安や生活困窮など地域における福祉課題は多様化・複雑化してきており
ます。これらに対応する福祉ニーズも多様化してきています。
　コロナ禍による影響を鑑み、事業の縮小を余儀なくせざるを得ない状況ではありましたが、子ど
もから高齢者まで、また、障がいのある人もそうでない人も、住み慣れた地域で安心して暮らせる
地域共生社会を実現するため、行政や関係団体、地域づくりにかかわるすべての方々の力を合わせ、
各事業に取り組んでまいりました。

地域福祉事業
　緊急生活支援事業をはじめ、収入の減少や失業等をされた世帯に対して、特例貸付の相談と受付
など支援に努めてまいりました。また年末には、茨城ひぬまライオンズクラブとの協賛により、生
活に困窮する要援護世帯に食料の詰め合わせセットを民生委員児童委員の協力のもと配布しました。
　相談事業では、遺産相続や損害賠償、土地に関する問題など、弁護士による法律に関する相談事
業を開設し、法的にトラブルの解決を目指し事業の充実を図ってまいりました。

介護保険・障害福祉サービス事業
　利用者が望む暮らしを実現するため、個々に合わせたサービスの提供に努めてまいりました。ま
た、事業所が継続して運営できるよう、コロナウイルス感染防止対策の徹底を図ってまいりました。

地域包括支援センター
　地域の高齢者の様々な相談に対し、適切な機関やサービスにつなぎ、継続的に支援してまいりま
した。また、80歳を迎えられた介護保険未申請者への個別訪問や多職種との連携を通して課題の
早期発見と解決に努めてまいりました。

令和3年度  事業報告（概要）令和3年度  事業報告（概要）

令和３年度　決算報告

総務・地域福祉
グループ事業
86,117,655円
（46.2％）

介護グループ事業
58,148,048円
（27.7％）

地域包括支援センター事業
59,032,687円
（26.1％）

経費補助金収入
59,858,499円
（24.7％）

障害福祉サービス等事業収入
15,433,837円（5.4％）

前期末支払資金残高
32,369,272円
（11.3％）

その他の収入
5,487,568円
（13.3％）

介護保険事業収入
62,701,784円
（22.1％）

合計
203,298,390円

支出の部
合計

235,924,967円

収入の部

受託金収入
60,074,007円
（23.2%）
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【寄附金】 （敬称略）
寄附者氏名 金額 使途指定

桜ヶ丘中学校昭和36年度
卒業生（36会）
藤井 行雄、郡司 敏雄

53,681円 法人一任

茨城町ひぬま高校生会 13,900円 法人一任
【寄附品】 （敬称略）

寄附者氏名 寄附品 使途指定
（株）石崎商店 米10kg 4袋 デイサービス・

給食サービス事業
萩谷　憲一 オーディオ接続コード 音訳ボランティア

（株）ダイナム 食品日用雑貨品25点 法人一任
匿名 オムツ3袋 法人一任

きずなBOX実績報告

（Ｒ4. 6月～8月31日まで）
・食品　47.1㎏
ご支援ありがとうございました。
ご家庭や職場等に余分な食品が
ありましたら、ご協力をお願い
します。

　本会には、町民をはじめ多くの皆様より温かい善意がたく
さん寄せられています。そのお気持ちを町の地域福祉推進の
ために大切に活用させていただきます。
� （令和４年５月25日～８月31日受付）

あいあい
ボランティアセンター情報

♥ ♥

小学生ボランティア体験を実施しました
　８月18日に、町総合福祉センターゆうゆう館において、ボランティア協力のもと町内小学校に通う４～
６年生を対象とした福祉ボランティアの体験学習を実施しました。この事業は、子どもたちが手話や車
イス等の体験をとおしてボランティアについて関心を高めてもらうことを目的に夏休みの期間に実施を
しています。
　当日は、19名の参加をいただき、子どもたちが元気いっぱいに学ぶ姿勢が見られました。

善意銀行へのご寄附ありがとうございました善意銀行へのご寄附ありがとうございました

耳の聞こえない方や声を上手く出せない方が使う
「手話」を学びました。

目の見えない方や身体に障がいのある方の疑似体
験を行いました。

絵手紙の作品づくりを行いました。お世話になっ
ている人へ感謝の気持ちを込めました。

車イスの扱い方を学びました。

手話体験手話体験

疑似体験疑似体験

絵手紙体験絵手紙体験

車イス体験車イス体験
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茨城町多職種連携交流会を開催しました‼茨城町多職種連携交流会を開催しました‼
　支援の必要な高齢者の在宅生活を支えるためには、医療や介護等の多職種が連携を取り合うこ
とが重要です。そのために本会では、その職種ならではの視点・役割や重要性を知る機会の場の
提供を行い、お互いの関係性の構築と多職種が各々の役
割を十分に発揮し、在宅ケアの質の向上を目指すため、
定期的に多職種連携交流会を開催しています。
　６月３日の交流会では、利用者のお薬手帳を通して、
多職種が利用者情報を共有し、在宅生活を支える仕組み
を構築するため、みすず薬局長岡店の中村薬剤師から、
かかりつけ薬剤師の役割とお薬手帳の活用方法について
講義をいただきました。
　ここで、かかりつけ薬剤師の必要性についてご紹介い
たします。

　かかりつけ薬剤師とは、薬による治療のこと、健康や介護に関すること等に豊富な知識と
経験を持ち、患者や生活者のニーズに沿った相談に応じることができる薬剤師のことをいい
ます。

【かかりつけ薬剤師を持つメリット】
・薬の専門家が身近にいるから安全・安心に薬を使用できる
・薬局が開いていない時間にも薬の相談ができ、在宅医療もサポートしてもらえる
・医療チームのサポートを受けられる

　普段から薬や健康のことを気軽に相談できる薬剤師がいれば安心できます。日頃、利用し
ている薬局で相談をしてみてください！

白
血
病
患
者
支
援
給
付
の
お
知
ら
せ

　

白
血
病
患
者
支
援
基
金
か
ら
白
血
病
の
方

に
支
援
金
を
給
付
し
ま
す
。
こ
の
基
金
の
原

資
は
、
町
内
有
志
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
実

施
し
て
い
ま
す
。

◆�

対
象
と
な
る
方　

次
の
要
件
を
満
た
し
た
方

　

①�

白
血
病
・
悪
性
リ
ン
パ
腫
・
骨
髄
腫
の
方

　

②
二
十
二
歳
以
下
の
方

　

③
町
内
に
半
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

◆�

給
　
付
　
金

　

①�

入
院
等
に
よ
る
治
療
を
要
し
た
場
合

二
十
万
円

　

②�

通
院
等
に
よ
り
治
療
を
受
け
た
場
合

五
万
円

◆�

申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

載
の
上
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
窓
口
に
用
意
し

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。
病
名
が
証
明
で
き

る
書
類
、
通
帳
の
コ
ピ
ー
等
の
振
込
先
口

座
が
確
認
で
き
る
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

◆�

申
込
締
切

　

令
和
四
年
十
月
三
十
一
日（
月
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

かかりつけ薬剤師とは？

は高齢者の相談窓口です
地域包括支援センター
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一般介護予防事業「花まる健康教室」が始まりました

　この事業は、高齢者が介護に陥らないための体力づくりや認知症予防により、地域で元気に暮らし続
けることを目指しています。本会では、ゆうゆう館多目的室にて毎週金曜日の午後、脳トレを中心にレ
クリエーションや軽い運動を交え、認知症予防教室を開催しています。今後も、生け花や書道など参加
者の皆さんに楽しんでいただけるようなプログラムを取り入れながら、介護予防を進めていきます。

かわら版かいご

絵手紙の様子 体操の様子

詐欺防止講座の様子プリント学習の様子

　

ロ
ー
ン
・
金
銭
・
遺
産
相
続
・
土
地
・
損

害
賠
償
な
ど
、
法
律
に
関
す
る
事
案
に
つ
い

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で

す
。
個
人
の
秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
※
事
前
予
約
制

◆�

開
　
催
　
日　

一
月
二
十
三
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

三
月
二
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今年も共同募金運動にご協力をお願いいたします
■赤い羽根共同募金運動
　　期　間／令和4年10月1日～12月31日まで
　　目標額／8,165,000円

■歳末たすけあい運動
　　期　間／令和4年12月1日～12月31日まで
　　目標額／2,400,000円

　今年で75回目を迎える共同募金運動が10月１日より開始されます。
　赤い羽根共同募金は、地域福祉の充実のために役立てられる募金で、支援を必要とされる方々やボラ
ンティア団体などが行う福祉活動のために使われるものです。
　令和３年度共同募金運動では、新型コロナウイルス感染症の影響で、大変厳しい状況下ではありまし
たが、町民の皆様をはじめたくさんの企業から多くの募金が寄せられました。お寄せいただきました募
金につきましては、一人暮らし高齢者の見守り活動や生活困窮者の支援など、地域福祉を推進するため
の資金として大切に使わせていただきます。
　令和４年度においても、何卒ご理解いただき、引き続きご協力くださいますようお願いいたします。

� 茨城町共同募金委員会
� 会長　小林　宣夫　

　皆様方からお寄せいただいております共同募金（歳末たすけあい募金）を原資として、歳末援護金配分事
業を実施いたします。次の要件に該当する方は、地区担当民生委員児童委員にご相談の上、申請をしてく
ださい。

◆趣　　旨　新たな年を迎える時期に、支援を必要とする在宅の方々を対象に、歳末援護金を配分します。
◆対　　象　次の①と②の両方の要件を満たし、茨城町社会福祉協議会長が認めた世帯
　　　　　　①９月１日現在で茨城町に居住し、町民税が非課税の世帯
　　　　　　②次のいずれかに該当する世帯

◆援 護 金　一世帯あたり １０，０００円
◆申請方法　地区担当民生委員児童委員にご相談ください。（申請及び配分は民生委員児童委員経由とします）
◆問 合 せ　茨城町社会福祉協議会　茨城町総合福祉センターゆうゆう館内　電話 ０２９ – ２９２ – ７１４１

対象区分 定　　　　義
要介護４・５のいる世帯 要介護４・５の認定をうけた者のいる世帯
要保護世帯 特に経済的に困窮している世帯
一人暮らし高齢者 75歳以上の一人暮らし高齢者世帯
高齢者のみの世帯 世帯全員が75歳以上の高齢者世帯
高齢者と虚弱者または
18歳未満者のみの世帯

75歳以上の高齢者と虚弱者又は18歳未満者のみの世帯
（子どもが就労している場合は対象外）

母子・父子世帯 子どもの年齢が18歳未満の世帯（子どもが就労している場合は対象外）
交通遺児世帯 子どもの年齢が18歳未満の世帯（子どもが就労している場合は対象外）

重度障がい児(者)世帯 身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ⓐ・A、精神保健福祉手帳１級を保
持している者のいる世帯

準要保護世帯 教育委員会において、準要保護の認定を受けている世帯
※�生活保護法による保護を受けている世帯、及び配分の対象となる者が施設入所又は長期入院中（６ヶ月以
上）の世帯は対象となりません。

■□ ■□ 歳末たすけあい事業 歳末援護金のご案内 歳末たすけあい事業 歳末援護金のご案内 ■□■□


